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ち」『教育』1988 年 11 月号にまとめた。







































































































































委員会の検討と意見具申により、2005 年 4 月から生活保
護世帯の高校就学費を「生業扶助」として支給すること
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ったのは、2006 年 1 月 4 日『朝日新聞』に、「2005 年度
東京 23 区公立小・中学校就学援助費受給率」が掲載さ










が、それは 9 割中流社会の中で 1 割の貧困を放置してよ
いものかという問いかけであった。その時点での東京23
区では、小学生の 15.6％、中学生の 18.5％、足立区では








































され、保育所の延長保育の時間が朝 7 時から夜 7 時まで
に広がる根拠ともなった。
(3)　「『豊かさ時代』と教育力・生活力の形成」」1991 年 

































































手当の受給要件である年収 365 万円以下は約 3 割であっ
た。
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6.		子どもの貧困を防ぐために求められること
この「子どもの貧困対策の推進に関する法律」によっ
て、国と自治体は、子どもを育てている生活保護家庭、
母子家庭、その他の低所得家庭に対して、教育の支援、
生活の支援、保護者に対する就労の支援、経済的支援そ
の他の子どもの貧困対策を講じなければならなくなった。
この法律の第九条では、都道府県が「子どもの貧困対
策計画」を策定することが求められている。具体的な支
援として、下記のことについて、国の大綱にもとづき計
画を策定しなければならない。
「教育の支援」では、「就学の援助、学資の援助、学習
の支援その他の貧困の状況にある子どもの教育に関する
支援のために必要な施策を講ずるものとする。」としてい
る。 
「生活の支援」では、「貧困の状況にある子ども及びそ
の保護者に対する生活に関する相談、貧困の状況にある
子どもに対する社会との交流の機会の提供その他の貧困
の状況にある子どもの生活に関する支援のために必要な
施策を講ずるものとする。」としている。 
「保護者に対する就労の支援」では、「貧困の状況にあ
る子どもの保護者に対する職業訓練の実施及び就職のあ
っせんその他の貧困の状況にある子どもの保護者の自立
を図るための就労の支援に関し必要な施策を講ずるもの
とする。」と決めている。 
「経済的支援」では、「国及び地方公共団体は、各種の
手当等の支給、貸付金の貸付けその他の貧困の状況にあ
る子どもに対する経済的支援のために必要な施策を講ず
るものとする。」と定めた。 
「調査研究」では、「子どもの貧困対策を適正に策定し、
及び実施するため、子どもの貧困に関する調査及び研究
その他の必要な施策を講ずる。」とうたっている。
私は本書で述べてきたとおり30年前から貧困世帯の多
くの子どもたちと接する中で「子どもの貧困」が起きて
いること、放置された子どもは無職少年になっているこ
と、けれども「貧困の連鎖」は防げることを学習支援、
中学生勉強会の実践を通して提案し続けてきた。そうし
た立場から、この法律に託す期待は大きい。　
「子どもの貧困対策推進法」第十五条において、国は
「子どもの貧困対策会議」を置くことが定められている。
「子どもの貧困対策」を継続的に把握し、改善することを
義務づけたものである。「子どもの貧困」は「子どもを育
てている親の貧困」であり、ここ十年余にわたって家庭
の子育てを無視して国が進めてきた様々な施策が、結果
として「子どもの貧困」を拡大してきたことについて真
摯に取り組み、子どもを育てる家庭が一世帯でも多く、
安定し安心して暮らせ、子どもの未来が「貧困の連鎖」、
貧困の悪循環に陥れないように、国も自治体も地域社会
も真剣に取り組むことを切に願うものである。
（注 ）本文の引用文献は、これらの経過を述べるために本文の
中で記載した。
若者ゼミナール「数学の日」
2013.12.26 冬休みの一日
「（－ 5）－（－ 2）=　　　」できるかな？
「数学の日」と言っても難解な問題を解くのではありません。
あなたなら解けない中学生にどう教えますか。
